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一
、
は
じ
め
に

二
、
官
公
署
の
出
版
事
業

三
、
書
鋪
の
出
版
業

H
書
鋪
陳
氏

口
そ
の
他
の
書
鋪

四
、
臨
安
に
お
け
る
官
公
署
・
書
鋪
の
位
置

H
臨
安
の
都
市
構
造

口
官
公
署

国
書
鋪

五
、
む
す
び

目

次

南

宋

臨

安

の

書

鋪

に

関

す

る

l

、
は
じ
め
に

中
国
の
文
化
史
を
概
観
す
る
時
、
宋
以
後
の
印
刷
術
、
出
版
事
情
の

発
展
を
無
視
し
て
は
語
れ
な
い
。
と
り
わ
け
印
刷
出
版
は
宋
以
後
、
飛

躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

①
 

こ
れ
ま
で
、
宋
代
の
出
版
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、
王
国
維
氏
、

R
 

宿
白
氏
の
論
考
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
宋
代
だ
け
で
な
く
、
中
国
史
全

体
の
中
で
印
刷
出
版
が
い
か
に
発
達
し
た
の
か
を
述
ぺ
た
も
の
に
、
葉

徳
輝
、
長
沢
規
矩
也
、

T
.
F
・
カ
ー
タ
ー
諸
氏
の
論
考
が
あ
る
。

こ
れ
ら
先
学
の
研
究
は
、
文
献
史
学
の
手
法
と
書
誌
学
的
手
法
を
あ

わ
せ
用
い
、
宋
代
に
お
け
る
印
刷
出
版
の
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

た
だ
諸
論
考
と
も
、
書
籍
と
政
治
・
経
済
・
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
は
、
あ
ま
り
深
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
江

南
地
方
で
数
多
く
の
民
間
書
鋪
が
現
わ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
印
刷

出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
結
果
、
中
国
社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

が
と
い
う
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
確
な
結
論
を
得
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
宋
代
以
後
に
印
刷
術
が
発
達
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
長
沢

考

察

ノ

瀬

雄
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⑥
 

規
矩
也
氏
は
、

0

自
然
の
趨
勢
で
、
宋
代
に
は
印
刷
術
が
隆
盛
の
段
階
に
あ
っ
た
。

0

宋
政
府
が
文
治
主
義
を
と
り
、
正
経
正
史
の
官
刻
が
盛
ん
に
な
っ

こ。f
 

0

学
問
が
興
隆
し
、
教
科
用
テ
キ
ス
ト
が
必
要
と
さ
れ
た
。

0

紙
墨
板
木
な
ど
の
材
料
が
豊
富
に
な
っ
た
。

0

科
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
受
験
準
備
書
が
必
要
と
さ
れ
た
。

0

出
版
書
籍
業
が
独
立
し
た
。

0

仏
教
が
盛
ん
に
な
り
、
大
蔵
経
が
出
版
さ
れ
た
。

等
々
の
諸
点
を
あ
げ
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
容
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
し
か
し

全
て
の
事
実
関
係
を
究
明
さ
れ
た
と
い
う
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
上
記
の
諸
問
題
解
明
の
一
前
提
と
し
て
、
南
宋

臨
安
の
印
刷
出
版
に
対
象
を
し
ぼ
り
、
官
公
署
に
お
け
る
出
版
の
意
味

や
民
間
書
鋪
の
活
動
ぶ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思

"
9
 二

、
官
公
署
の
出
版
事
業

北
宋
時
代
に
お
い
て
、
杭
州
は
す
で
に
印
刷
文
化
の
中
心
の
一
拠
点

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
葉
夢
得
の
『
石
林
燕
語
」
巻
八
に
よ
れ
ば
、

今
天
下
印
書
以
杭
州
為
上
、
蜀
本
次
之
、
福
建
最
下
。
京
師
比
歳
印

板
殆
不
減
杭
州
、
但
紙
不
佳
゜

と
あ
っ
て
、
当
時
の
代
表
的
出
版
地
と
し
て
杭
州
、
蜀
、
福
建
、
京
師

（
開
封
）
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
中
で
も
杭
州
の
出

版
は
最
良
と
い
う
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
杭
州
の
出

版
は
北
宋
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
五
代
十
国
の

と
き
、
呉
越
王
銭
氏
に
よ
っ
て
仏
典
が
印
刷
さ
れ
る
と
い
う
出
版
先
進

⑦
 

地
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
、
北
宋
時
代
の
杭
州
で
も
多
く

の
書
物
が
印
刷
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

靖
康
二
年
（
ニ
ニ
七
）
、
金
軍
の
侵
入
に
よ
り
都
開
封
を
お
と
さ
れ

た
宋
王
朝
は
、
領
域
の
北
半
を
失
い
南
渡
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
混
乱
期
、
宋
の
所
有
し
て
い
た
文
化
財
の
多
く
も
失
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
書
物
も
そ
の
例
に
洩
れ
ず
、
金
軍
の
略
奪
や
兵
火
の
た

め
に
、
政
府
所
有
の
貴
重
な
典
籍
が
失
わ
れ
た
。

江
南
の
地
・
杭
州
に
逃
が
れ
た
康
王
趙
構
は
、
建
炎
元
年
（
一
―
二
七
）

に
南
宋
初
代
の
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
高
宗
で
あ

る
。
彼
は
靖
康
の
変
で
失
わ
れ
た
書
物
を
、
少
し
で
も
も
と
の
状
態
に

近
づ
け
る
た
め
、
盛
ん
に
求
書
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
た
と
え
ば
「
建

炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
百
四
十
九
に
、

紹
興
十
三
年
(
-
―
四
三
）
…
秋
七
月
戊
午
、
上
謂
大
臣
日
、
昨
訪
遺

書
、
今
猶
未
有
至
者
。
朕
観
、
本
朝
承
五
代
之
後
、
文
籍
散
逸
、
太

宗
留
意
於
此
。
又
得
孟
剥
・
李
燈
両
処
所
儲
益
之
、
一
時
始
備
。
南

渡
以
来
、
御
府
旧
蔵
皆
失
。
宜
下
諸
路
捜
訪
。
其
献
書
者
、
或
寵
以

官
、
或
酬
以
吊
゜
蓋
教
化
之
本
、
莫
先
於
此
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
動
き
は
南
宋
の
全
領
域
に
及
び
、
政
府
の
宮
廷

書
庫
は
も
と
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
。
求
書
活
動
は
以
後
も
数
回
お
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こ
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
政
府
は
盛
ん
に
書
物
を
印
刷
に
付

し
た
。
杭
州
す
な
わ
ち
臨
安
は
、
南
宋
に
お
い
て
も
印
刷
文
化
の
中
心

地
の
一
っ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
官
公
署
の
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
王
国
維
氏
が
す
で
に

言
及
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
氏
に
よ

れ
ば
、
北
宋
・
南
宋
を
通
じ
て
杭
州
（
臨
安
）
の
官
公
署
で
出
版
さ
れ
た

⑧
 

書
物
は
以
下
の
こ
と
く
で
あ
る
。

①
北
宋
監
本

0

周
礼
疏
五
十
巻

儀
礼
疏
五
十
巻

春
秋
公
羊
伝
疏
三
十
巻

春
秋
穀
梁
伝
疏
十
二
巻

孝
経
正
義
三
巻

論
語
正
義
十
巻

爾
雅
疏
十
巻

以
上
、
咸
平
四
年

(
1
0
0
1
)

0

書
義
十
三
巻

新
経
詩
義
三
十
巻

周
礼
新
義
二
十
二
巻

以
上
、
熙
寧
八
年

(
1
0
七
五
）

0

史
記
百
三
十
巻

漢
書
百
二
十
巻

後
漢
書
九
十
巻

以
上
、
淳
化
五
年
（
九
九
四
）

0

宋
書
百
巻

南
斉
書
五
十
九
巻

梁
書
五
十
六
巻

陳
書
三
十
六
巻

魏
書
百
十
四
巻

北
斉
書
五
十
巻

後
周
書
五
十
巻

以
上
、
治
平
二
年

(
1
0六
五
）

0

唐
書
二
百
二
十
五
巻

嘉
祐
五
年

(
1
0六
0
)

0

資
治
通
鑑
二
百
九
十
四
巻
、
目
録
三
十
巻
、
考
異
三
十
巻

元
祐
元
年

(
1
0
八
六
）

0

外
台
秘
要
方
四
十
巻

熙
寧
二
年

(
1
0
六
九
）

⑨
南
宋
監
本

0

周
易
正
文

尚
書
正
文

毛
詩
正
文

周
礼
正
文

儀
礼
正
文

礼
記
正
文

春
秋
正
経
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左
伝
正
文

公
羊
正
文

穀
梁
正
文

孝
経
正
文

論
語
正
文

0

周
易
伝
九
巻
、
略
例
一
巻

尚
書
伝
十
三
巻

毛
詩
伝
二
十
巻

周
礼
注
十
二
巻

儀
礼
注
十
七
巻

礼
記
注
二
十
巻

春
秋
経
伝
集
解
三
十
巻

春
秋
公
羊
伝
解
詰
十
二
巻

春
秋
穀
梁
伝
集
解
十
二
巻

孝
経
注
一
巻

論
語
集
解
十
巻

爾
雅
注
三
巻

孟
子
章
句
十
四
巻

0

周
易
正
義
十
三
巻

尚
書
正
義
二
十
巻

毛
詩
正
義
四
十
巻

周
礼
疏
五
十
巻

儀
礼
疏
五
十
巻

礼
記
正
義
七
十
巻

春
秋
左
氏
伝
正
義
三
十
六
巻

春
秋
公
羊
伝
疏
三
十
巻

春
秋
穀
梁
伝
疏
十
二
巻

孝
経
正
義
三
巻

論
語
正
義
十
巻

爾
雅
疏
十
巻

0

周
易
程
氏
伝
六
巻

周
易
義
海
撮
要
十
巻

0

淳
熙
礼
部
韻
略
五
巻

淳
煕
五
年
（
一
―
七
八
）

0

増
修
互
註
礼
部
韻
略
五
巻

0

史
記
百
三
十
巻

漢
書
百
二
十
巻

後
漢
書
百
二
十
巻

三
国
志
六
十
五
巻

晋
書
百
三
十
巻
、
音
義
三
巻

宋
書
百
巻

南
斉
書
五
十
九
巻

梁
書
五
十
六
巻

陳
書
三
十
六
巻

魏
書
百
十
四
巻

北
斉
書
五
十
巻
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後
周
書
五
十
巻

隋
書
八
十
五
巻

南
史
八
十
巻

北
史
百
巻

唐
書
二
百
五
十
巻

五
代
史
記
七
十
四
巻

0

唐
藝
文
志
六
巻

0

唐
書
糾
謬
二
十
巻

五
代
史
纂
誤
五
巻
雑
録
一
巻

0

資
治
通
鑑
二
百
九
十
四
巻
、
目
録
三
十
巻
、
考
異
三
十
巻

0

通
鑑
網
目
五
十
九
巻

。
国
語
二
十
一
巻

0

刑
統
三
十
巻
、
刑
統
申
明
一
巻

淳
熙
四
年
(
―
―
七
七
）

0

孔
子
家
語
十
巻

0

荀
子
二
十
巻

0

大
観
証
類
本
草
三
十
二
巻
、
釈
音
一
巻

紹
興
二
十
七
年
（
―
-
五
七
）

0

白
虎
通
徳
論
十
巻

0

昌
黎
先
生
集
四
十
巻
、
外
集
十
巻
、
遺
文
一
巻

③
南
宋
内
府
刊
本

0

春
秋
経
伝
集
解
三
十
巻

淳
熙
四
年
(
-
―
七
七
）

0

楽
府
混
成
集
百
五
冊

④
浙
西
転
運
司
本

0

劉
牧
易
数
鈎
隠
図
三
巻
、
附
遺
論
九
事
一
巻

乾
道
三
年
(
-
―
六
七
）

。
中
興
百
官
題
名
五
十
巻

。
中
興
館
閣
書
目
七
十
巻
、
序
列
一
巻

淳
熙
五
年
(
-
―
七
八
）

0

活
民
書

寿
国
脈
書

0

重
編
西
湖
林
和
靖
先
生
詩
集
四
巻

紹
熙
三
年
(
-
―
九
二
）

0

青
社
黄
先
生
伐
檀
集
二
巻

嘉
定
二
年
（
三

0
九）

0

臨
川
王
先
生
文
集
百
巻

紹
興
二
十
一
年
(
-
―
五
一
）

0

沈
忠
敏
公
亀
渓
集
十
二
巻

紹
煕
二
年
（
―
-
九
一
）

。
作
邑
自
歳
十
巻

淳
煕
六
年
（
二
七
九
）

伺
杭
州
お
よ
び
臨
安
府
刊
本

0

竜
龍
手
鑑
四
巻

元
祐
元
年

(
1
0
八
六
）

。
通
典
二
百
巻
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。
買
昌
朝
群
経
音
弁
七
巻

紹
興
九
年
（
―
-
三
九
）

°
挑
舷
文
粋
百
巻

紹
興
九
年
（
―
-
三
九
）

。
西
漢
文
類
四
十
巻

紹
興
十
年
(
-
―
四
0
)

こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
初
の
北
宋
監
本
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
が
南
宋
時

代
の
刊
本
で
あ
る
。
そ
し
て
具
体
的
に
出
版
も
と
の
わ
か
っ
て
い
る
刊

本
は
、
国
子
監
本
、
転
運
司
本
、
臨
安
府
本
の
三
書
で
あ
る
。

国
子
監
は
中
央
の
学
校
を
総
管
す
る
機
関
で
、
祭
酒
・
司
業
・
丞
．

簿
な
ど
の
官
が
置
か
れ
、
国
子
学
や
太
学
の
事
務
を
掌
っ
た
。
臨
安
に

設
置
さ
れ
た
の
が
紹
興
三
年
（
―
-
三
三
）
で
あ
る
。
こ
の
国
子
監
内
で

⑨
 

書
籍
が
印
刷
さ
れ
る
の
は
書
版
庫
で
あ
っ
た
。

転
運
司
は
漕
運
を
掌
り
、
ほ
か
に
経
済
・
民
政
一
般
に
も
そ
の
権
限

⑩
 

を
も
っ
て
い
た

ま
た
臨
安
府
は
府
内
の
諸
事
を
掌
り
、
戸
口
数
の
調
査
、
賦
役
の
課

役
、
禁
令
の
施
行
、
訴
訟
の
聴
受
、
盗
賊
の
逮
捕
な
ど
を
職
務
と
し
て

⑪
 

ヽ
こ
。

9
f
 

こ
れ
ら
官
公
署
刊
本
の
う
ち
、
転
運
司
本
や
臨
安
府
（
杭
州
）
本
に

つ
い
て
は
そ
の
出
版
数
が
あ
ま
り
無
い
た
め
一
定
の
傾
向
を
把
握
し
に

く
い
が
、
国
子
監
に
お
い
て
は
刊
行
さ
れ
た
書
物
の
種
類
が
明
確
で
、

そ
の
傾
向
は
つ
か
み
や
す
い
。
国
子
監
本
に
は
い
わ
ゆ
る
正
史
が
多
い

が
、
こ
れ
は
学
校
教
育
に
関
係
す
る
国
子
監
の
性
格
上
、
当
然
の
結
果

と
い
え
よ
う
。
ま
た
国
子
監
で
刊
行
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
南
宋
初

期
の
紹
興
年
間
（
―
-
三
一
し
六
二
）
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
間
の
事
情

に
つ
い
て
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
四
、
監
本
書
籍
の
条
に
、

監
本
書
籍
者
、
紹
興
末
年
所
刊
也
。
国
家
顛
難
以
来
固
未
暇
。
及
九
年

九
月
張
彦
実
待
制
為
尚
書
郎
、
始
請
下
諸
道
州
学
、
取
旧
監
本
書
籍
、

鍍
板
頒
行
、
従
之
。
然
所
取
諸
事
多
残
欠
、
故
胄
監
刊
行
六
経
無
礼

記
、
三
史
無
漢
書
。
二
十
一
年
五
月
、
輔
臣
復
以
為
言
。
上
謂
秦
益

公
日
、
監
中
其
他
闊
書
亦
令
次
第
鎌
板
。
雖
重
有
所
費
蓋
不
惜
也
。

絲
是
経
籍
復
全
。

と
あ
り
、
紹
興
九
年
（
―
-
三
九
）
と
二
十
一
年
(
-
―
五
一
）
と
の
二
度

に
印
刷
さ
れ
て
国
子
監
の
所
蔵
書
籍
数
は
ほ
ほ
も
と
の
状
態
に
戻
っ
た

と
い
う
。
出
版
時
期
が
南
宋
初
期
に
多
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
金

軍
侵
入
が
影
響
し
て
い
る
。
宋
王
朝
南
渡
の
と
き
国
子
監
の
書
籍
の
多

く
は
失
わ
れ
、
政
府
は
求
書
出
版
事
業
を
は
じ
め
た
が
、
な
か
で
も
正

経
正
史
は
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
作
成
が
急
務
と
さ
れ
た
た
め
、
紹

興
年
間
に
刊
行
が
集
中
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
」
の
同
条
に
は
、

先
是
、
王
睫
叔
為
学
官
、
嘗
請
、
ナ
拳
印
諸
経
義
疏
及
経
典
釈
文
、
許

郡
県
以
諮
学
、
或
係
省
銭
、
各
市
一
本
、
置
之
於
学
、
上
許
之
。
今
士

大
夫
仕
於
朝
者
、
率
費
紙
墨
銭
千
餘
婚
、
而
得
書
一
監
云
゜

と
あ
り
、
国
子
監
の
刊
本
は
紙
墨
の
代
金
を
支
払
え
ば
、
士
大
夫
で
も

入
手
で
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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三
、
書
鋪
の
出
版
業

日
書
鋪
陳
氏

官
公
署
の
出
版
事
業
と
並
び
、
臨
安
で
は
民
間
の
書
鋪
で
も
盛
ん
に

書
物
が
印
刷
さ
れ
た
。
な
か
で
も
い
わ
ゆ
る
陳
氏
の
書
鋪
は
有
名
で
、

多
く
の
書
籍
目
録
が
陳
氏
刊
行
の
書
物
を
著
録
し
、
文
献
史
料
も
比
較

⑫

⑬

 

的
多
く
存
在
す
る
。
陳
氏
に
つ
い
て
は
既
に
葉
徳
輝
、
葉
昌
熾
、
長
沢

⑭
 

規
矩
也
等
の
諸
氏
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
幾
つ

か

の

未

解

決

の

点

が

あ

る

。

‘

そ
の
第
一
は
陳
氏
の
家
系
で
あ
る
。
十
三
世
紀
は
じ
め
臨
安
の
書
鋪

ぞ
く
っ
ん

陳
氏
の
名
は
起
、
字
は
宗
之
と
い
い
芸
居
と
号
し
、
そ
の
子
が
続
芸
と

⑮
 

号
し
て
い
た
こ
と
ま
で
は
、
先
学
の
研
究
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
同
じ
頃
、
陳
思
と
い
う
姓
名
の
人
物
が
お
り
、
や
は
り
書
鋪
を
経

⑯
 

営
し
て
い
た
。
こ
の
陳
思
と
陳
続
芸
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
の
が
問
題
の
中
心
で
あ
る
。

同
一
人
物
説
を
と
る
の
は
葉
昌
熾
氏
で
あ
り
、
長
沢
規
矩
也
氏
も
消

極
的
な
が
ら
葉
氏
と
同
じ
説
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
説
は
明
確

な
根
拠
を
も
た
な
い
。
同
姓
で
同
じ
臨
安
に
住
み
、
ど
ち
ら
も
書
鋪
を

営
む
と
い
う
こ
と
で
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け

で
は
確
実
な
証
拠
と
は
な
ら
な
い
。

で
は
も
う
一
方
の
「
同
一
人
物
で
は
な
い
」
と
す
る
説
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
こ
ち
ら
は
葉
徳
輝
氏
が
と
な
え
た
も
の
で
あ
り
、
一
応
根
拠
を

も
っ
て
い
る
。
「
四
庫
全
害
総
目
提
要
』
（
以
下
『
四
庫
提
要
』
と
略
す
）
巻

八
十
六
、
史
部
目
録
類
二
に
は
、
陳
思
の
撰
と
し
て
『
宝
刻
叢
編
」
ニ

十
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
題
に
は
、

思
臨
安
人
、
所
著
小
字
録
、
前
有
結
衡
称
成
忠
郎
絹
煕
殿
国
史
実
録

院
秘
書
省
捜
訪
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
陳
思
は
「
成
忠
郎
組
煕
殿
国
史
実
録
院
秘
害
省
捜

訪
」
と
い
う
官
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
が
若
い
頃
か
晩
年
の
頃
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
彼
が
生
涯
の
う
ち
で
政
府
の
一
役
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
『
江
湖
後
集
」
巻
―
―
一
に
、
「
挽

芸
居
二
首
」
と
題
し
て
周
端
臣
の
五
言
律
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

天
地
英
霊
在
、
江
湖
名
姓
香

良
田
書
満
屋
、
楽
事
酒
盈
瘍

字
画
堪
追
晋
、
詩
刊
欲
福
唐

音
容
今
已
突
、
老
我
倍
凄
涼
゜

詩
思
間
途
健
、
儀
容
老
更
清

逮
聞
身
染
患
、
不
見
子
成
名

易
簑
終
昏
要
、
求
官
達
死
生

典
刑
無
復
賭
、
空
有
涙
如
傾
。
（
『
四
庫
珍
本
』
第
十
一
集
所
収
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
芸
居
の
子
す
な
わ
ち
続
芸
は
「
名
を
成
さ
な
か
っ
た
」

人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
二
つ
の
史
料
よ
り
葉
氏
は
、
「
秘

書
省
捜
訪
」
に
な
っ
た
陳
思
と
「
名
を
成
さ
な
か
っ
た
」
陳
続
芸
と
が

別
人
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
第
二
首
四
句
め
の
解
釈
で
あ
る
。

葉
氏
は
「
不
見
子
成
名
」
の
「
子
」
を
芸
居
の
子
、
つ
ま
り
続
芸
の
意
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味
に
と
っ
た
。
し
か
し
こ
の
「
子
」
は
あ
な
た
と
い
う
二
人
称
で
使
わ

れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
時
の
「
子
」
は
芸
居
本
人
を
指
す
こ
と
に
な

る
。
「
挽
芸
居
二
首
」
を
読
ん
で
み
る
と
、
ど
ち
ら
の
意
味
に
で
も
解

釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
続
芸
が
「
名
を
成
さ
な
か
っ
た
」

人
物
で
あ
る
と
断
言
で
苔
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
陳
思
と
陳
続
芸
が

別
人
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
く
な
る
。

ま
た
一
歩
譲
っ
て
「
子
」
イ
コ
ー
ル
続
芸
と
し
て
も
や
は
り
問
題
が

残
る
。
そ
れ
は
陳
思
が
「
秘
書
省
捜
訪
」
に
就
任
し
た
時
期
で
あ
る
。

も
し
若
い
頃
に
は
「
名
を
成
さ
な
か
っ
た
」
が
、
晩
年
に
な
っ
て
か
ら

こ
の
職
に
就
任
し
た
と
す
る
な
ら
、
陳
思
と
陳
続
芸
が
同
一
人
物
で
も

か
ま
わ
な
い
こ
と
に
な
り
、
葉
氏
の
説
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
そ
れ

で
は
い
っ
た
い
こ
の
二
人
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
の
か
考
証
し
て

み
た
い
。

元
朝
初
期
の
人
、
方
回
が
収
集
し
た
文
集
『
藻
奎
律
髄
」
巻
四
十
一

に
収
め
ら
れ
た
趙
師
秀
「
贈
売
書
陳
秀
オ
」
及
び
注
に
は
、

四
囲
皆
古
今
、
永
日
坐
中
心

門
対
官
河
水
、
箔
依
柳
樹
陰

毎
留
名
士
飲
、
厘
索
老
夫
吟

最
感
春
焼
尽
、
時
容
借
検
尋
゜

陳
起
字
宗
之
、
睦
親
坊
売
書
開
牌
、
予
丁
未
(
―
二
四
七
）
至
行
在

所
、
至
辛
亥
年
(
―
二
五
一
）
、
凡
五
年
、
猶
識
其
人
、
且
識
其
子
、

今
近
四
十
年
、
帥
悔
人
亡
、
不
可
見
突
。
（
『
四
庫
珍
本
』
第
八
集
所
収
）

と
あ
り
、
陳
起
の
次
の
代
、
す
な
わ
ち
陳
続
芸
の
と
合
に
店
も
焼
か
れ

人
も
亡
び
、
家
業
が
途
絶
え
た
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
陳
思
に
関
す
る
記
事
が
次
の
こ
と
く
み
ら
れ
る
。

北
軒
筆
記
一
巻
、
元
陳
世
隆
撰
。
是
書
前
有
小
伝
、
不
知
何
人
所
作
。

称
、
世
隆
字
彦
高
、
銭
塘
人
、
宋
末
書
買
陳
思
之
従
孫
。
順
帝
至
正

中
（
一
三
四
一
し
六
七
）
、
館
嘉
興
陶
氏
、
没
於
兵
。
所
著
詩
文
皆
不
伝
。

惟
宋
詩
補
遺
八
巻
与
此
書
存
於
陶
氏
家
。
（
『
四
庫
提
要
』
巻
百
二
十
二
、

子
部
雑
家
類
六
）

、
、
、
、

従
孫
と
い
う
の
は
普
通
に
は
お
い
ま

e
（
兄
弟
の
孫
）
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
元
末
の
人
陳
世
隆
が
宋
末
の
人
陳
思
の
お
い

ま
と
と
い
う
可
能
性
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
直
系
で
は

な
い
子
孫
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
少
く
と
も
陳
思
と
陳
世

隆
と
は
血
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
家
業
も
前
者
か
ら
後
者
へ
と
受
け
継

が
れ
、
書
鋪
は
元
末
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
記
事
に
鑑
み
れ

ば
、
家
業
が
宋
末
で
途
絶
え
た
陳
続
芸
、
家
業
が
宋
か
ら
元
へ
と
受
け

継
が
れ
た
陳
思
、
こ
の
両
者
は
別
人
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
づ
い
て
陳
起
父
子
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る
。
陳
起
に
つ
い
て
は

幾
つ
か
の
関
連
す
る
史
料
が
あ
る
。
彼
は
淳
熙
四
年
(
―
―
七
七
）
前
後

に
生
ま
れ
、
淳
祐
十
一
年
(
―
二
五
一
）
頃
に
は
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
の
在
世
中
い
わ
ゆ
る
江
湖
派
の
詩
人
と
交
わ
り
、
盛
ん
に

⑰
 

詩
文
を
や
り
と
り
し
た
と
い
う
。
ま
た
彼
は
詩
文
集
を
刊
行
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
ら
も
文
集
『
芸
居
乙
稿
』
を
撰
す
る
文
人
で
あ
っ
た
。
彼

の
生
涯
で
最
大
の
事
件
は
、
い
わ
ゆ
る
詩
禍
に
ま
き
こ
ま
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
陳
起
の
刊
行
し
た
『
江
湖
集
」
の
中
に
、
時
の
丞
相
史
弥
遠
を
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謗
る
詩
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
史
弥
遠
は
作
詩
者
数
名
を
獄
に
下
し
、

出
版
者
の
陳
起
も
連
坐
し
て
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
の
ち
弥
遠
の
死
後
、

⑱
 

許
さ
れ
て
臨
安
に
帰
っ
た
と
い
う
。
陳
続
芸
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た

記
述
が
な
く
、
彼
が
ど
う
い
う
人
物
だ
っ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
陳
氏
の
活
動
ぶ
り
で
あ
る
。
陳
続
芸
と
陳
思

が
別
人
で
あ
る
の
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
の
両
氏
の
活
動
ぶ

り
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
陳
起
と
そ
の
子
陳
続
芸
が
ど
の
よ
う
な

害
籍
を
出
版
し
た
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
葉
徳
輝
氏
の
考
証
に
詳
し
く
、

書
籍
の
出
版
者
が
誰
で
あ
る
か
は
巻
末
に
付
さ
れ
た
刊
記
に
よ
っ
て
知

ら
れ
る
。
葉
氏
は
陳
起
父
子
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
書
籍
の
刊
記
を

⑲
 

集
め
て
い
て
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

切
安
晩
堂
集
七
巻
（
影
宋
本
）

R
 

孝
詩
一
巻
（
影
宋
紗
本
。
顧
刻
小
集
所
収
）

竹
渓
十
一
稿
詩
選
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

山
居
存
稿
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

心
滸
摘
稿
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

梅
花
柄
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
睦
親
坊
陳
解
元
書
籍
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

い
雪
林
劃
餘
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
睦
親
坊
南
陳
解
元
書
籍
鋪
刊
印
」
と
あ
り
。

団
汝
陽
端
平
詩
條
四
巻
（
旧
影
宋
本
、
顧
刻
小
集
）

翡
梢
集
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
陳
解
元
書
籍
鋪
印
行
」
と
あ
り
。

3
唐
王
建
集
十
巻
（
宋
刻
本
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
睦
親
坊
巷
口
陳
解
元
宅
刊
行
」
と
あ
り
。

切
釈
名
八
巻
（
宋
刻
本
、
明
侑
宋
刻
本
）

劇
談
録
二
巻
（
影
宋
紗
本
）

湘
山
野
録
三
巻
続
一
巻
（
元
紗
補
宋
刻
本
）

書
継
五
巻
（
末
板
類
）

図
画
見
聞
志
六
巻
（
宋
刻
本
）

以
上
「
臨
安
府
陳
道
人
書
籍
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

⑳
続
世
説
十
二
巻
（
影
宋
紗
本
）

以
上
「
臨
安
府
陳
道
人
書
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

囲
燈
下
間
談
二
巻
（
伝
写
宋
本
）

以
上
「
陳
道
人
書
籍
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

例
茸
蘇
州
集
十
巻
唐
求
詩
一
巻
（
宋
刻
本
、
明
侑
宋
刻
本
）

梅
花
柄
一
巻

龍
洲
集
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
睦
親
坊
南
陳
宅
書
籍
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

釘
李
群
玉
詩
集
三
巻
後
集
五
巻
（
影
宋
紗
本
）

以
上
「
臨
安
府
棚
前
睦
親
坊
南
陳
宅
書
籍
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

回
白
石
道
人
詩
集
一
巻
（
影
宋
紗
本
）

雅
林
小
稿
一
巻
（
影
宋
紗
本
）

石
屏
詩
続
集
四
巻
（
影
宋
紗
本
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
陳
宅
書
籍
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

囲
漁
渓
詩
稿
二
巻
（
影
宋
紗
本
）
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以
上
「
臨
安
府
陳
氏
書
籍
鋪
刊
行
」
と
あ
り
。

図
張
蛸
詩
集
一
巻
（
旧
紗
本
、
宋
刻
本
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
睦
親
坊
南
陳
宅
書
籍
鋪
印
」
と
あ
り
。

図
周
賀
詩
集
一
巻
（
宋
刻
本
、
影
宋
紗
本
）

碧
雲
集
三
巻
（
宋
刻
本
）

唐
女
郎
魚
玄
機
詩
一
巻
（
宋
刻
本
、
影
宋
紗
本
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
睦
親
坊
南
陳
宅
書
籍
鋪
印
」
と
あ
り
。

囮
西
麓
詩
稿
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

以
上
「
臨
安
府
睦
親
坊
南
棚
前
北
陳
宅
書
籍
鋪
印
」
と
あ
り
。

り
江
文
通
集
十
巻
（
宋
本
）

歌
詩
編
四
巻
集
外
詩
一
巻
（
影
宋
紗
本
）

孟
東
野
詩
集
十
巻
（
校
宋
旧
紗
本
、
明
弘
治
翻
宋
刻
本
、
明
初
墨
格
綿

毛
氏
影
宋
紗
本
）

浣
花
集
十
巻
（
宋
刻
本
）

以
上
「
臨
安
府
棚
前
北
睦
親
坊
南
陳
宅
経
籍
鋪
印
」
と
あ
り
。

例
甲
乙
集
十
巻

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
睦
親
坊
南
陳
宅
書
籍
鋪
印
行
」
と
あ
り
。

例
朱
慶
餘
詩
集
一
巻
（
宋
刻
本
）

賓
退
録
十
巻
（
影
宋
紗
本
）

以
上
「
臨
安
府
睦
親
坊
陳
宅
経
籍
鋪
印
」
と
あ
り
。

り
李
推
官
披
沙
集
六
巻
（
宋
刻
本
）

棠
湖
詩
稿
一
巻
（
須
宋
紗
本
、
宋
刻
本
）

菊
躙
小
集
一
巻
（
顧
刻
小
集
）

石
屏
詩
続
集
四
巻
（
顧
刻
小
集
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
陳
宅
書
鋪
印
行
」
と
あ
り
。

例
常
建
詩
集
二
巻
（
宋
刻
本
）

以
上
「
臨
安
府
棚
北
大
街
睦
親
坊
南
陳
宅
刊
印
」
と
あ
り
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、

S
ー
困
が
続
芸
、

S
ー
例
が
起
の
手
に
か
か
る
も
の

と
葉
氏
は
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
陳
解
元
、
陳
道
人
と
あ
る
も
の
が
続

芸
で
あ
り
、
陳
宅
書
籍
鋪
お
よ
び
陳
宅
経
籍
鋪
と
あ
る
も
の
が
起
で
あ

る
と
い
う
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
も
問
題
が
あ
る
。

ま
ず

m
l
3
の
陳
解
元
と
い
う
刊
記
を
、
葉
氏
は
陳
続
芸
で
あ
る
と

⑪
 

断
定
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
陳
起
イ
コ
ー
ル
陳
解
元
と
す
る
記

＠
 

事
が
一
方
で
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

m
l
3
は
陳
続
芸
か
も
し
れ
な
い

し
、
そ
の
父
陳
起
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
切
ー
囲
の
陳
道
人
を
陳
続
芸
と
す
る
の
も
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

葉
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
道
人
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
固
有
名
詞

⑳
 

で
は
な
く
、
「
道
を
え
た
人
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
一
般
名
詞
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
そ
れ
は
続
芸
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
起
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
あ
る
い
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
道
人
と
よ
ば
れ
て
い
た
陳
思

か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
の
ー
囲
を
陳
続
芸
の
手
に
な
る
も
の
と

断
定
す
る
に
は
材
料
が
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
葉
氏
は
切
ー
明
を
陳
起
の
み
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
に
も
疑
問
が
残
る
。
と
い
う
の
は
、
葉
氏
が
列
挙
し
た
も
の

以
外
に
陳
氏
に
関
す
る
版
本
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
陳
宅
書
籍

鋪
」
お
よ
び
「
陳
解
元
」
と
い
う
二
つ
の
刊
記
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
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＠
 

る
。
「
陳
解
元
」
の
刊
記
が
陳
続
芸
と
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
先
の
⑦
ー
図
で
述
べ
た
。
と
す
れ
ば
例
ー
団
の
「
陳
宅

害
籍
鋪
」
や
「
陳
宅
経
籍
鋪
」
の
刊
記
は
、
陳
起
だ
け
で
な
く
、
そ
の

子
続
芸
に
も
結
び
つ
け
得
る
可
能
性
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
れ
ば
、

5
l
g、
お
よ
び
切
ー
団
の
刊
記
を
も
つ
も

の
は
陳
起
父
子
の
手
に
な
り
、
困
ー
困
は
陳
起
父
子
か
あ
る
い
は
陳
思

に
関
係
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
陳
思
の
活
動
ぶ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
彼
が
自
ら
の
書
鋪

に
お
い
て
刊
行
し
た
と
断
言
で
苔
る
書
籍
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
彼
に
は
陳
起
以
上
に
自
ら
撰
輯
し
た
書
物
が
あ
る
。
撰
し

た
書
は
『
宝
刻
叢
編
』
二
十
巻
、
『
書
小
史
』
十
巻
、
「
海
棠
譜
』
三
巻
、

『
小
字
録
」
一
巻
の
四
部
、
輯
し
た
書
は
『
書
苑
閤
華
」
二
十
巻
、

『
両
宋
名
賢
小
集
」
三
百
八
十
巻
の
二
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
か
ら

も
彼
の
才
能
が
窮
わ
れ
る
が
、
当
時
の
人
は
彼
を
ど
う
評
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
南
宋
の
著
名
な
学
者
魏
了
翁
は
、
『
宝
刻
叢
編
」

の
序
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
無
空
嗜
、
惟
書
癖
殆
不
可
医
。
臨
安
露
害
人
陳
思
、
多
為
余
収
攪

散
逸
、
拍
其
書
顛
末
、
輛
対
如
響
。
一
日
、
以
其
所
秤
宝
刻
叢
録
見

寄
゜
且
求
一
言
。
蓋
履
部
、
而
請
不
已
、
発
而
腫
之
、
地
世
年
行
、

灼
然
在
目
、
嗚
呼
、
賀
人
隕
書
子
難
、
而
善
其
事
若
此
、
可
以
為
士
、

而
不
如
乎
。
撫
巻
太
息
、
書
而
帰
之
。
紹
定
二
元
（
ー
ニ
ニ
九
）
鶴
山

翁゚
あ
る
い
は
『
書
苑
苗
華
」
の
序
文
で
は
、

古
以
書
為
名
、
如
周
官
達
書
名
干
四
方
、
儀
礼
百
官
書
子
束
、
則
今

所
謂
字
也
。
是
故
欲
知
学
者
、
不
先
識
字
、
則
無
以
名
百
物
、
雖
顧

張
草
聖
阿
買
八
分
、
猶
為
不
識
字
也
。
臨
安
粥
書
人
陳
思
、
乃
能
集

漢
晋
以
後
論
書
者
為
一
編
、
日
書
苑
待
華
。
亦
可
尚
突
。
雖
然
、
是

猶
後
世
誇
工
闘
妍
、
非
吾
所
謂
識
字
者
、
若
好
学
者
、
又
於
此
遡
流

尋
源
、
以
及
於
秦
漢
、
而
上
求
古
人
所
以
正
名
之
意
、
則
読
書
為
文

也
。
其
庶
幾
乎
。
（
『
鶴
山
先
生
大
全
文
集
』
巻
六
十
四
、
題
陳
思
誉
苑
苛

華）

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
陳
思
は
魏
了
翁
か
ら

そ
の
文
オ
を
認
め
ら
れ
、
い
わ
ば
お
墨
付
き
を
も
ら
い
序
文
を
書
い
て

も
ら
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
『
直
斎
書
録
解
題
』
で
名
高
い
陳
振
孫
も
、

思
市
人
也
。
其
為
是
編
、
志
於
債
而
已
突
。
而
於
斯
文
有
補
焉
。
視

他
書
坊
所
刻
、
或
蕪
醸
不
切
、
徒
費
板
墨
靡
榎
楷
者
、
可
同
日
語
哉
。

…
紹
定
辛
卯
（
三
三
一
）
小
至
、
直
斎
陳
伯
玉
父
。

と
い
う
こ
と
で
陳
思
を
評
価
し
て
い
る
（
『
宝
刻
叢
編
』
序
）
。

さ
ら
に
こ
の
『
宝
刻
叢
編
」
の
序
を
読
ん
で
い
く
と
、
興
味
深
い
記

述
に
つ
苔
あ
た
る
。
ま
ず
紹
定
五
年
(
―
ニ
―
二
二
）
六
月
改
朔
の
日
に
書

か
れ
た
孔
山
居
士
の
序
文
に
は
、

辛
卯
(
―
二
三
一
）
之
秋
、
余
艇
中
所
蔵
書
、
厄
於
鬱
依
之
焔
、
因
求

所
糊
於
婢
。
有
陳
思
道
人
者
、
数
持
書
来
筈
、
一
日
携
一
編
遺
余
、

日
此
思
所
自
集
前
賢
勘
定
碑
誌
諸
書
之
目
也
。

と
あ
り
、
陳
思
は
書
雖
で
売
買
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
数
冊
の
本
を
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携
え
て
売
り
に
歩
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

夫
以
も
人
之
書
、
刊
而
貨
之
、
震
書
者
之
事
也
。
今
道
人
者
乃
能
自

哀
一
書
、
以
為
好
古
博
雅
者
之
助
。
其
亦
異
於
人
之
珊
書
者
突
。

と
あ
っ
て
、
自
ら
も
書
物
を
撰
し
て
売
る
と
こ
ろ
が
他
の
書
鋪
と
違
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
づ
け
て
紹
定
辛
卯
(
―
二
三
一
）
小
至
の
日
付
が
あ
る
陳
振
孫
の
序

文
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

都
人
陳
思
、
償
書
於
都
市
、
士
之
好
古
博
雅
、
蒐
遺
猟
忘
、
以
足
其

所
蔵
。
与
夫
故
家
之
流
墜
不
振
、
出
其
所
蔵
以
求
筈
者
、
往
往
交
於

其
隷
、
且
筈
且
債
、
久
而
所
閲
滋
多
。
望
之
諏
能
別
其
真
贋
。
一
旦

尽
取
諸
家
所
録
、
輯
為
一
編
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陳
思
は
臨
安
の
知
識
人
、
文
人
層
を
相
手
に
本
を
売

り
、
店
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
宝
刻
叢
編
」
と
い
う
本

の
内
容
か
ら
し
て
当
然
と
言
え
よ
う
。
ま
た
彼
の
書
鋪
に
は
、
没
落
し

て
経
済
的
に
困
っ
た
旧
家
の
人
々
が
蔵
害
を
売
り
に
訪
れ
て
い
る
。
陳

思
は
彼
ら
と
交
際
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
か
ら
本
を
買
い
、
そ
れ
を
も

と
に
し
て
自
ら
の
著
作
の
材
料
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
能
く
そ

わ
か

の
真
贋
を
別
つ
」
と
あ
る
の
で
、
古
書
珍
本
に
も
通
暁
し
て
い
た
の
で

⑮
 

あ
ろ
う
。口

そ
の
他
の
書
鋪

陳
起
父
子
お
よ
び
陳
思
以
外
に
も
臨
安
に
は
多
数
の
書
鋪
が
あ
っ
た
。

陳
起
父
子
の
と
き
と
同
じ
く
、
刊
記
に
し
た
が
っ
て
列
挙
す
れ
ば
以
下

⑮
 

の
よ
う
に
な
る
。

①
杭
州
浄
戒
院

0

長
短
経
十
巻

②
杭
州
銭
塘
門
裏
車
橋
南
大
街
郭
宅
紙
鋪

0

寒
山
拾
得
詩
一
巻

③
臨
安
府
衆
安
橋
南
街
東
開
経
籍
鋪
買
官
人
宅

0

仏
国
禅
師
文
殊
指
南
図
讚

0

妙
法
蓮
華
経
七
巻

り
臨
安
府
続
鼓
橋
南
河
西
岸
陳
宅
書
籍
鋪

0

容
斎
三
筆
十
六
巻

伺
杭
州
猫
兒
橋
河
東
岸
開
賤
紙
馬
鋪
鍾
家

0

文
選
五
臣
注

⑥
臨
安
府
中
瓦
子
張
家
お
よ
び
保
佑
坊
前
張
官
人
諸
史
子
文
籍
鋪

。
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
一
巻

り
臨
安
府
中
瓦
南
街
東
開
印
輸
経
史
書
籍
鋪

°
抱
朴
子
内
編
二
十
巻

⑧
杭
州
大
隠
坊

0

政
和
戊
戌
（
一
―
―
八
）
重
校
証
活
人
害
十
八
巻

①
臨
安
府
太
廟
前
手
家
書
籍
鋪

0

捜
神
秘
覧
三
巻

0

釣
磯
立
談
一
巻

0

漏
水
燕
談
録
十
巻

0

北
戸
録
三
巻
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0

茅
亭
客
話
十
巻

0

匈
掃
編
三
巻

。
続
幽
怪
録
四
巻

0

躾
中
集
一
巻

0

曲
浩
旧
聞
十
巻

0

述
異
記
二
巻

⑩
臨
安
府
清
江
坊
北
街
西
面
東
双
桂
書
院
趙
宅
書
箱
鋪

0

嘉
熙
戊
戌
(
―
二
三
八
）
重
編
詳
備
砕
金
一
巻

仰
臨
安
府
洪
橋
子
南
河
西
岸
陳
宅
書
籍
鋪

⑰
 

。
唐
李
建
勲
丞
相
集
二
巻

こ
れ
ら
の
書
鋪
に
つ
い
て
は
刊
記
が
あ
る
の
み
で
、
管
見
の
文
献
史
料

に
は
ほ
と
ん
ど
記
載
が
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
一
部
の
も
の
に
つ
い
て
は

若
千
の
記
事
が
存
在
す
る
。

①
の
手
家
書
籍
鋪
は
『
夢
梁
録
』
に
記
載
さ
れ
て
お
い
、
ま
た
「
志

雅
堂
雑
紗
」
巻
下
、
図
画
碑
帖
の
条
に
は
、

先
子
向
脱
杭
収
異
書
、
太
廟
前
手
氏
、
嘗
以
彩
画
三
輔
（
黄
）
図
一

部
求
筈
。
毎
一
宮
殿
、
各
絵
画
成
図
甚
精
妙
。
酬
債
不
諧
。
後
為
衝

人
柴
氏
所
得
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
刊
記
を
も
っ
た
前
掲
書
以
外
に
も
書
籍
を
刊
行
し

⑲
⑳
 

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
⑩
の
双
桂
書
院
趙
宅
書
籍
鋪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
営
者
が
趙

升
と
い
う
人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
南
宋
の
趙
升
は
字
を
向
辰

と
い
い
、
文
昌
と
自
署
し
て
い
た
こ
と
以
外
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
彼
が
撰
し
た
「
朝
野
類
要
』
の
原
序
に
は
、
次
の

記
述
が
み
ら
れ
る
。

逮
今
歳
自

□江
帰
舎
、
而
旧
本

□口
口
間
為
鼠
嚢
之
餘
、
奔
之
可
惜
、

又
以
好
事
者
来
需
第
須
別
録
、
既
病
且
慨
。
遂
移
書
礼
之
費
増
、
而

鰻
之
干
木
。
不
独
有
以
応
酬
、
亦
足
以
広
四
方
之
見
聞
、
惟
其
宮
禁

内
職
、
不
復
紀
録
、
非
日
欠
文
。
実
不
敢
也
。
観
者
当
察
焉
。
端
平

丙
申
(
―
二
三
六
）
重
九
、
文
昌
趙
升
固
辰
、
識
干
双
桂
書
院
。

、
、
、
、

つ
ま
り
趙
升
が
端
平
三
年
に
双
桂
書
院
で
刊
行
し
た
の
が
『
朝
野
類
要
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
記
述
は
「
双
桂
書
院
趙
宅
書
籍
鋪
」
と
い

う
刊
記
と
一
致
す
る
。
し
か
も
『
重
網
詳
備
砕
金
』
の
刊
行
年
が
嘉
熙

戊
戌
(
―
二
三
八
）
、
『
朝
野
類
要
」
が
そ
の
二
年
前
と
い
う
こ
と
で
、

年
代
的
に
近
く
、
両
方
の
刊
行
者
が
一
致
す
る
可
能
性
は
極
め
て
強
い

の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
①

l
⑪
の
よ
う
に
姓
名
が
明
ら
か
な
書
鋪
で
は
な
い
が
、

臨
安
の
橘
園
亭
に
は
「
書
房
」
と
よ
ば
れ
る
書
籍
同
業
組
合
が
あ
っ
た
。

⑲
 

こ
こ
に
は
幾
つ
か
の
書
鋪
が
集
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
臨
安
に
お
け
る
官
公
署
・
書
鋪
の
位
置

日
臨
安
の
都
市
構
造

さ
て
、
前
述
し
た
官
刊
本
の
出
版
も
と
で
あ
る
国
子
監
、
転
運
司
、

臨
安
府
庁
は
、
臨
安
（
杭
州
）
の
中
で
ど
の
よ
う
な
地
理
的
位
置
を
占

め
て
い
た
の
か
。
あ
る
い
は
陳
氏
の
書
鋪
を
は
じ
め
と
す
る
臨
安
内
の

書
鋪
は
、
ど
の
よ
う
な
地
点
に
分
布
し
て
い
た
の
か
。
こ
れ
を
述
べ
る
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前
に
、
臨
安
の
都
市
構
造
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

杭
州
に
都
が
置
か
れ
た
の
は
高
宗
の
建
炎
三
年
(
-
―
二
九
）
か
ら
で
、

本
格
的
に
首
都
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
紹
興
八
年
（
―
-
三
八
）
か
ら
で

あ
る
。
隋
に
築
か
れ
た
三
十
六
里
九
十
歩
の
城
壁
は
、
五
代
、
北
宋
を

⑲
 

経
て
南
宋
に
入
る
と
五
十
里
前
後
に
拡
大
さ
れ
た
と
い
う
。
城
内
外
を

あ
わ
せ
た
臨
安
内
の
人
口
が
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

⑲
。

五
百
万
説
と
百
五
十
万
説
が
あ
る
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時

の
臨
安
が
世
界
で
も
屈
指
の
規
模
を
も
つ
都
市
だ
っ
た
こ
と
に
か
わ
り

は
な
い
。

⑭
)
 

最
近
の
研
究
に
よ
り
、
こ
の
臨
安
の
詳
細
な
復
原
図
が
作
成
さ
れ
、

城
内
の
商
業
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
都
市
生
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
臨
安
城
内
に
お
け
る
経
済
中
枢
域
は
北
の
塩
橋
か
ら

南
の
清
冷
橋
に
至
る
一
帯
で
、
こ
の
地
点
に
は
多
く
の
店
舗
や
政
府
の

金
融
機
関
が
集
中
し
て
い
た
。
そ
し
て
文
化
的
な
中
枢
域
は
瓦
市
（
北

瓦
、
南
瓦
、
中
瓦
、
大
瓦
）
の
周
辺
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
衆
演
劇
、

藝
能
が
こ
れ
ら
の
地
点
で
催
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。
以
上

を
図
に
表
わ
す
と
付
図
一
の
よ
う
に
な
る
。

口
官
公
署

国
子
監
、
転
運
司
、
臨
安
府
庁
な
ど
の
官
公
署
は
、
『
咸
淳
臨
安
志
」
、

『
夢
梁
録
』
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
地
理
的
位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
子
監
は
紀
家
橋
の
横
、
城
内
左
三
廂
の
興
慶
坊
（
前
洋
街
巷
）
内
に
位

置
す
る
。
転
運
司
は
豊
豫
門
の
南
、
渡
子
橋
の
西
側
に
位
置
す
る
。
そ

の
す
ぐ
南
側
に
隣
接
し
、
流
福
橋
の
西
、
州
橋
（
府
徊
前
橋
）
の
北
側
一

帯
に
位
置
す
る
の
が
臨
安
府
庁
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
つ
の
官
公

署
を
図
示
す
る
と
付
図
二
の
よ
う
に
な
る
。

付
図
一
・
ニ
を
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
国
子
監
、
転
運

司
、
臨
安
府
庁
の
い
ず
れ
も
、
商
工
区
よ
り
は
官
紳
区
と
よ
ぶ
べ
き
地

点
に
位
置
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
転
運
司
が
通
行
人
の
多
い
街
路
に
面
し

て
お
り
、
あ
る
い
は
後
述
す
る
よ
う
に
国
子
監
が
学
校
関
係
の
機
関
を

近
く
に
も
つ
と
い
う
点
は
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
官
公
署
に

共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
そ
の
立
地
条
件
が
民
間
の
店
舗
と
は
違
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
民
間
の
書
鋪
で
あ
る
な
ら
、
人
の
集
ま
る

場
所
、
大
量
の
購
買
層
を
近
く
に
か
か
え
る
地
点
な
ど
が
一
等
地
と
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
国
子
監
、
転
運
司
、
臨
安
府
庁
な
ど
は
、
必
ず
し

も
同
じ
条
件
を
必
要
と
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
官
公
署
で
刊
行

さ
れ
る
書
藉
は
、
民
間
の
刊
本
と
は
異
な
り
営
利
性
を
も
た
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
官
公
署
は
、
経
済
中
枢
の
近
く
に
は
位

置
す
る
が
、
そ
の
立
地
は
官
紳
区
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
言
え
る
。

国
書
鋪

書
籍
の
刊
記
等
に
よ
り
そ
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
臨
安
の
害

鋪
も
、
官
公
署
と
同
様
に
そ
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

臨
安
の
書
鋪
の
う
ち
、
地
名
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
を
図
上
に
示
し

た
の
が
付
図
三
で
あ
る
（
橘
園
亭
書
房
を
⑬
と
罷
き
、
睦
親
坊
陳
解
元
書
鋪
を

⑬
と
置
く
）
。
付
図
一
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
臨
安
の
書
鋪
の
ほ
と
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ん
ど
は
経
済
中
枢
域
の
な
か
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

う
ち
①
張
官
人
文
籍
鋪
、
の
印
輸
経
史
書
籍
鋪
、
⑧
大
隠
坊
の
三
つ
は

近
く
に
大
瓦
・
中
瓦
・
南
瓦
を
控
え
、
立
地
条
件
の
良
さ
が
指
摘
で
き

る
。
ま
た
③
粽
籍
鋪
買
官
人
宅
お
よ
び
⑬
陳
解
元
書
籍
鋪
も
付
近
に
下

瓦
が
あ
り
、
店
を
構
え
る
の
に
は
最
適
の
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。
し

か
し
③
・
⑬
の
立
地
条
件
の
良
さ
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
す
ぐ
近
く

に
宗
学
が
あ
り
、
多
数
の
購
買
者
が
期
待
で
き
る
と
い
う
条
件
が
加
わ

る
か
ら
で
あ
る
。

臨
安
に
お
け
る
宗
学
の
前
身
は
紹
興
十
四
年
(
-
―
四
一
）
に
建
て
ら

れ
、
学
生
の
定
員
は
百
人
と
さ
れ
皇
族
の
子
弟
が
学
ん
だ
。
百
人
の
内

訳
は
太
学
生
五
十
人
、
小
学
生
四
十
人
、
職
事
が
各
々
五
人
で
、
諸
王

宮
に
は
大
小
学
教
授
が
置
か
れ
て
い
た
。
名
称
が
宗
学
と
な
っ
た
の
は

嘉
定
九
年
(
―
ニ
―
六
）
で
、
こ
の
と
き
教
授
の
名
称
も
博
士
宗
諭
と
な

⑮
 

り
、
宗
正
寺
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
紹
興
十
四
年
の
定
員

百
人
は
し
ば
ら
く
続
き
、
嘉
定
九
年
に
は
定
員
枠
が
お
そ
ら
く
拡
げ
ら

れ
、
百
人
以
上
の
学
生
が
宗
学
に
通
っ
た
。
当
然
儒
教
の
経
典
が
テ
キ

ス
ト
と
さ
れ
、
ま
た
科
挙
に
応
募
す
る
者
も
い
た
か
ら
、
思
想
、
歴
史
、

文
学
関
係
の
参
考
書
が
必
要
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
⑱
や
⑬
の

書
鋪
の
よ
き
利
用
者
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
の
は
、
決
し
て
事
実
か
ら

か
け
は
な
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

さ
ら
に
切
の
郭
宅
紙
鋪
は
、
③
・
⑬
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
有
利
な
立
地
条
件
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
郭
宅
紙
鋪
は
経
済

中
枢
か
ら
少
し
離
れ
て
い
た
が
、
そ
の
す
ぐ
近
く
に
は
国
子
監
、
太
学
、

武
学
の
諸
機
関
が
あ
っ
た
。

郭
宅
紙
鋪
か
ら
車
橋
を
東
に
渡
り
、
紀
家
橋
を
右
手
に
見
な
が
ら
南

東
に
約
―
二

0
メ
ー
ト
ル
進
む
と
道
は
東
に
方
向
を
変
え
、
下
瓦
子
や

御
街
に
至
る
（
こ
の
道
の
北
側
が
興
慶
坊
、
つ
ま
り
前
洋
街
巷
で
あ
る
）
。
こ

の
一
帯
、
つ
ま
り
車
橋
か
ら
下
瓦
子
方
面
に
向
か
う
道
の
紀
家
橋
寄
り

四

0
0
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
地
点
に
、
西
か
ら
国
子
監
、
太
学
、
武
学

の
順
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

国
子
監
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
東
隣
に
位
置
す
る
太
学
に

は
、
紹
興
十
二
年
（
―
-
四
二
）
に
祭
酒
、
司
業
各
々
一
人
、
博
士
三
人
、

⑯
 

正
・
録
各
々
一
人
が
置
か
れ
、
合
計
七
百
人
の
学
生
を
教
え
て
い
た
。

ま
た
武
学
は
紹
興
十
六
年
(
-
―
四
六
）
に
修
建
さ
れ
、
武
学
博
士
一
人
、⑰

 

武
学
諭
一
人
が
置
か
れ
、
兵
害
、
弓
馬
、
武
藝
が
学
生
に
教
授
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
教
育
関
係
の
諸
機
関
が
集
中
し
て
い
る
地
域
に
は
当
然
知
識
人

が
道
を
往
来
し
、
郭
宅
紙
鋪
に
立
ち
寄
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
①
浄
戒
院
も
厳
密
に
は
書
鋪
と
言
え
な
い
が
、
郭
宅
紙
鋪
と
同

⑱
 

様
に
良
い
立
地
条
件
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
①
弄
家
書
籍
鋪
に
し
て
も
、
経
済
中
枢
域
か
ら
離
れ
、
近
く

に
は
目
立
っ
た
政
府
機
関
も
存
在
し
な
い
が
、
必
ず
し
も
立
地
条
件
が

悪
い
と
は
言
え
な
い
。
宮
城
と
臨
安
市
街
を
結
ぶ
メ
イ
ン
1
1
ス
ト
リ
ー

卜
御
街
に
面
し
、
店
舗
の
前
に
は
太
廟
が
位
置
す
る
。
さ
ら
に
は
「
夢

梁
録
」
巻
十
三
、
鋪
席
の
条
に
記
録
さ
れ
る
ほ
ど
の
書
鋪
だ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
手
家
書
籍
鋪
の
名
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
有
名
な
書
鋪
が
、
あ
ま
り
立
地
条
件
の
悪
い
場
所
で
営
業
し
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て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
例
か
ら
、
臨
安
の
書
鋪
は
概
ね
経
済
中
枢
域
の
な
か

に
分
布
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
何
か
有
利
な
立
地
条
件
を
も
ち
な
が

ら
営
業
し
て
い
た
と
言
え
る
。

で
は
こ
れ
ら
の
書
鋪
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
何
が
目
的
で
利
用

さ
れ
た
の
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
具
体
的
な
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
当
時
広
く
知
識
人
層
の
間
で
詩
文
が
や
り
と
り
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
模
範
と
な
る
べ
き
詩
文
集
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
傾
向

は
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
当
時
の
臨
安
に
は
西
湖
詩
社
と
よ
ば
れ

る
会
合
が
あ
り
、
臨
安
内
の
高
貴
な
人
や
流
寓
の
学
者
な
ど
が
集
ま
っ

⑲
 

て
詩
を
詠
じ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
詩
社
お
よ
び
吟
社
と
よ
ば
れ
る
よ
う

な
集
ま
り
が
、
臨
安
に
は
幾
つ
か
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

前
述
し
た
陳
起
は
桐
陰
吟
社
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
友
人
た
ち
と

＠
 

詩
を
論
じ
詩
作
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

ま
た
科
挙
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
挙
人
の
間
で
受
験

参
考
書
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
た
と
え
ば
『
朝
野

類
要
』
巻
五
、
書
鋪
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

凡
挙
子
預
試
、
井
仕
宦
到
部
、
参
堂
、
応
該
節
次
文
書
、
並
有
書
鋪

承
幹
。
如
挙
子
乏
銭
者
、
自
請
挙
至
及
第
、
一
併
酬
労
書
鋪
者
。

こ
の
記
述
か
ら
、
科
挙
に
パ
ス
し
て
役
人
に
な
っ
た
者
で
も
、
季
節
に

応
じ
た
文
書
の
作
成
は
書
鋪
に
任
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
挙

子
の
貧
し
い
者
は
科
挙
に
及
第
せ
ん
こ
と
を
願
い
、
書
鋪
に
酬
労
し
て

い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
な
ど
書
鋪
と
挙
子
が
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
を
表
わ
す
例
と
言
え
よ
う
。

当
時
の
都
市
人
口
の
う
ち
、
何
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
詩
作
に
ふ
け
り
、

ま
た
科
挙
を
受
験
す
る
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
か
は
明
白
で
は
な
い
。

し
か
し
彼
ら
の
求
め
に
応
じ
、
詩
文
集
や
受
験
参
考
書
そ
の
他
の
本
を

売
る
書
鋪
が
、
杭
州
（
臨
安
）
に
は
少
な
く
も
十
軒
ぐ
ら
い
は
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
営
利
目
的
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
定

の
購
買
者
を
抱
え
、
書
鋪
と
し
て
の
経
営
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
な
か
に
は
陳
起
、
陳
思
、
趙
升
な
ど
自
ら
も
詩
文
を
作
る
経

営
者
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
鋪
は
友
人
や
挙
人
を
固
定
客
と
し
て
つ
か

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び

以
上
数
章
に
わ
た
り
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

H
官
公
署
の
な
か
で
は
国
子
監
が
出
版
事
業
の
中
心
で
、
主
に
正
経

正
史
類
が
紹
興
年
間
（
―
-
三
一
し
六
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

口
書
鋪
と
し
て
有
名
な
陳
氏
の
う
ち
、
陳
起
の
子
続
芸
と
陳
思
と
は

別
人
で
あ
る
。
陳
思
は
自
ら
も
書
物
を
撰
輯
し
、
失
わ
れ
か
け
て

い
る
書
籍
を
集
め
て
出
版
す
る
こ
と
に
も
従
事
し
て
い
た
。

国
書
籍
を
刊
行
し
た
官
公
署
は
、
臨
安
府
内
で
は
官
紳
区
に
位
置
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
民
間
の
書
鋪
は
ほ
と
ん
ど
が
商
工
区
に
位

置
し
、
そ
の
多
く
は
経
済
中
枢
域
内
に
分
布
し
て
い
た
。
ま
た
経

済
中
枢
域
内
で
は
な
く
と
も
、
近
く
に
学
校
や
瓦
子
が
あ
る
と
い
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こ
れ
ら
よ
り
、
南
宋
の
臨
安
に
お
け
る
印
刷
出
版
は
官
民
と
も
に
大

き
な
展
開
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
民
間
の
書
鋪
は
印
刷

術
の
発
達
を
よ
く
受
け
と
め
、
文
化
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い

と
た
言
え
る
。

主舌＂①
「
五
代
両
宋
監
本
考
」
（
『
王
観
堂
先
生
全
集
』
冊
十
一
、

収）。

③
「
南
宋
的
誰
板
印
刷
」
（
文
物
一
九
六
ニ
ー
一
）
。

③
『
書
林
清
話
』
（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
。

④
『
和
漢
書
の
印
刷
と
そ
の
歴
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
二
年
。
『
長
沢
規

矩
也
著
作
集
』
二
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
所
収
）
，

⑤
藪
内
清
•
石
橋
正
子
訳
注
『
中
国
の
印
刷
術
』
一
・
ニ
（
平
凡
社
東
洋
文
庫

三
一
五
・
三
一
六
、
一
九
八
一
年
）
。

⑥
前
註
④
第
四
章
第
二
節
「
宋
代
の
刊
本
」
の
項
。

①
張
秀
民
「
五
代
呉
越
国
的
印
刷
」
（
文
物
一
九
七
八
ー
ー
ニ
）
。

⑧
王
国
維
「
両
浙
古
刊
本
考
」
上
・
下
（
『
王
観
堂
先
生
全
集
』
冊
十
一
、
一

九
四

0
年
所
収
）
。

⑨
『
夢
梁
録
』
巻
九
「
国
子
監
在
紀
家
橋
太
学
之
側
、
設
祭
酒
・
司
業
・
丞
・

簿
等
官
、
専
掌
天
子
之
学
校
、
訓
導
生
員
之
職
。
総
掌
国
子
太
学
事
務
、
生

員
出
入
規
矩
、
考
課
試
遵
訓
尊
、
天
子
視
学
、
皇
太
子
歯
冑
、
則
講
議
釈
莫

等
礼
也
。
」
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
八
「
国
子
監
在
紀
家
橋
、
紹
興
三
年
（
一
―

う
有
利
な
立
地
条
件
を
も
っ
て
い
た
。

一
九
四

0
年
所

三
三
）
六
月
、
詔
即
耽
躁
所
在
学
置
監
、
俯
置
博
士
二
員
、
以
太
学
生
随
駕

者
三
十
六
人
為
監
生
。
・
：
書
版
庫
在
中
門
之
内
。
紹
興
九
年
（
―
-
三
九
）
、

臣
僚
請
、
下
諸
道
郡
学
、
取
旧
監
本
栂
籍
鰈
版
頻
行
、
従
之
。
」

⑩
『
宋
史
』
巻
百
六
十
七
、
職
官
志
七
。

⑪
『
宋
史
』
巻
百
六
十
六
、
職
官
志
六
。

⑲
前
註
③
巻
二
「
南
宋
臨
安
陳
氏
刻
書
」
一
・
ニ
の
条
。

⑱
『
蔵
書
紀
事
詩
』
巻
七
（
『
豪
血
鵜
閣
叢
害
』
所
収
）
。

⑭
「
宋
朝
私
刻
本
牧
」
上
・
下
（
魯
誌
学
一
ー
三
・
五
、
一
九
一
―
―
―
―
一
年
。
『
長

沢
規
矩
也
著
作
集
』
三
所
収
）
。

⑮
前
註
③
巻
二
「
南
宋
臨
安
陳
氏
刻
古
」
一
の
条
「
元
方
回
、
蘊
奎
律
髄
、
四

十
二
寄
贈
類
、
劉
克
荘
、
贈
陳
起
云
、
陳
侯
生
長
繁
華
地
、
部
似
芸
居
自
沐

薫
、
錬
句
媒
非
林
処
士
、
蔑
嘗
莫
是
穆
参
軍
、
雨
籐
冗
坐
忘
春
夫
、
雷
凩
消

談
至
夜
分
、
何
日
我
閑
君
閉
牌
、
扁
舟
同
迂
北
山
雪
：
．
」
に
よ
り
、
陳
起
の

号
が
芸
居
立
Z

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
書
同
条
「
朱
継
芳
、
静
佳
乙
稿

（
顧
刻
小
集
十
二
冊
）
、
贈
続
芸
云
、
誰
謂
芸
居
死
、
餘
香
解
返
魂
、
六
丁
将

不
去
、
孤
子
続
猶
存
、
科
斗
＿
―
-
生
債
、
鐸
魚
再
世
寃
、
向
来
詩
作
崇
、
揮
涙

対
人
百
。
是
続
芸
為
芸
居
子
、
朱
詩
已
明
言
之
。
」
に
よ
り
、
芸
居
す
な
わ

ち
隙
起
の
子
が
続
芸
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑯
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
八
「
宝
刻
叢
編
二
十
巻
。
臨
安
書
律
陳
思
者
、
以
諸

家
集
古
書
録
用
九
域
志
京
府
州
県
繋
其
名
物
。
」

⑰
深
沢
一
幸
「
陳
起
『
芸
居
乙
稿
』
を
読
む
」
（
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
都

市
と
文
化
』
、
同
朋
舎
、
一
九
八
四
年
所
収
）
。

⑱
『
斉
東
野
語
』
巻
十
六
「
詩
道
否
泰
」
の
条
、
『
鶴
林
玉
露
』
巻
四
乙
編
「
詩

禍
」
の
条
、
『
濠
奎
律
髄
』
巻
四
十
二
、
劉
克
荘
贈
陳
起
注
。

⑲
前
註
③
巻
二
「
宋
陳
起
父
子
刻
書
之
不
同
」
の
条
。
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⑳
清
、
顧
修
重
輯
、
『
南
宋
群
賢
小
集
』
三
十
二
冊
゜

⑪
前
註
⑳
第
二
十
一
冊
『
端
平
詩
椅
』
序
「
．．． 
於
古
体
歌
詩
、
五
言
律
、
七
言

律
、
井
五
七
言
絶
句
、
摘
其
坦
然
者
、
兼
集
外
所
得
者
近
二
百
首
。
目
為
端

平
詩
僑
伴
万
人
海
中
続
芸
陳
君
書
塾
入
梓
流
行
。
庶
使
同
好
者
、
便
於
看
誦
．

吾
伯
弼
平
生
心
不
下
人
。
今
隔
九
原
、
聞
予
此
選
、
必
不
以
予
為
謬
。
宝
祐

丁
巳
(
―
二
五
七
）
冬
至
日
、
蒲
沢
李
弊
和
父
述
。
」
「
臨
安
府
棚
北
大
街
陳

解
元
書
籍
鋪
印
行
」

葉
氏
は
こ
の
史
料
を
ぬ
き
書
き
し
て
、
陳
解
元
の
刊
記
を
陳
続
芸
と
し
た
。

⑫
『
両
宋
名
賢
小
集
』
巻
．
三
百
四
十
八
、
『
芸
居
乙
稿
』
略
伝
「
陳
起
、
字
宗

之
、
銭
唐
人
。
寧
宗
時
郷
貢
第
一
。
時
称
陳
解
元
。
事
母
至
孝
。
開
書
騨
於

臨
安
、
繋
書
以
奉
母
。
」

⑳
前
註
③
巻
二
「
宋
陳
起
父
子
刻
書
之
不
同
」
の
条
「
至
道
人
、
雖
起
・
思
二

人
之
通
称
、
然
二
人
刻
書
大
有
分
別
。
且
道
人
為
爾
書
之
通
称
不
必
専
為
思
．

亦
不
必
専
為
起
。
」

⑳
阿
部
隆
一
『
増
訂
中
国
訪
書
志
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
）
六
0
九
し

一
四
ペ
ー
ジ
．

⑮
陳
思
の
子
孫
に
陳
世
隆
と
い
う
人
物
が
お
り
、
元
の
至
正
(
-
三
四
一
し
六

七
）
年
間
に
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
陳
世
隆
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
。

「
藝
圃
蒐
奇
十
八
巻
、
旧
本
題
明
徐
一
菱
編
。
…
是
書
前
有
至
正
戊
申
（
一

三
六
八
）
自
序
、
称
銭
塘
陳
子
彦
高
避
兵
槻
李
、
恵
子
之
五
車
、
茂
先
之
―
―
―

十
乗
、
携
以
倶
来
。
適
余
亦
棲
止
是
邦
、
嘗
得
借
錮
゜
弦
編
皆
古
今
名
人
雑

著
之
小
者
、
従
無
刊
版
。
彦
高
検
有
副
本
、
悉
以
贈
余
、
装
成
若
干
冊
。
名

之
日
藝
圃
捜
奇
云
云
。
彦
高
、
陳
世
隆
宇
也
。
」
（
『
四
庫
提
要
』
巻
百
三
十
四
、

子
部
雑
家
類
存
目
二
）
．

徐
一
甍
は
明
代
初
期
の
人
で
、
洪
武
帝
の
と
き
明
集
礼
や
明
日
暦
を
編
集
し

た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
彼
が
元
末
の
混
乱
期
、
榔
李
（
嘉
興
府
）
に

兵
乱
を
避
け
て
い
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
陳
世
隆
で
あ
る
。
一
甍
は
世
陥

が
所
有
し
て
い
る
本
を
見
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
う
ち
の
副
本
を
も
ら
い
う
け
、

整
理
を
し
て
『
藝
圃
捜
奇
』
十
八
巻
を
著
し
た
と
い
う
。

⑳
園
の
妙
法
蓮
華
経
お
よ
び

mは
前
註
⑧
に
よ
る
。
ま
た
固
は
『
中
国
版
刻
図

録
』
（
朋
友
書
店
、
一
九
八
四
年
）
の
図
版
六
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
は

す
べ
て
前
註
⑭
に
よ
る
。

⑰
こ
の
書
物
の
刊
記
を
『
中
国
版
刻
図
録
』
で
調
べ
て
み
る
と
（
図
版
五
十
五
）
、

「
臨
安
府
睦
親
坊
陳
宅
経
籍
鋪
印
」
（
図
版
五
十
一
）
と
字
体
が
酷
似
し
て
い

る
。
特
に
「
印
」
字
の
は
ね
方
は
す
こ
ぶ
る
似
て
い
る
。
お
そ
ら
く
洪
橋
の

陳
氏
と
睦
親
坊
の
陳
氏
は
、
同
一
人
物
も
し
く
は
同
族
で
は
な
い
の
か
。

⑱
『
夢
梁
録
』
巻
十
三
、
鋪
席
の
条
に
「
太
廟
前
手
家
文
字
鋪
」
と
あ
る
。

⑲
前
註
⑱
巻
七
「
手
家
書
籍
鋪
」
の
条
。
な
お
『
志
雅
堂
雑
紗
』
と
ほ
ぼ
同
じ

記
述
が
、
『
癸
辛
雑
識
』
続
集
下
「
画
本
草
三
鋪
黄
図
」
の
条
に
み
ら
れ
る
。

⑳
『
三
輔
黄
図
』
は
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
八
、
地
理
類
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
安
の
古
蹟
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

R
『
夢
梁
録
』
巻
十
三
、
鋪
席
の
条
「
…
沿
橋
下
生
吊
鋪
、
郭
医
産
薬
鋪
、
住

大
樹
下
橘
園
亭
文
籍
書
房
・
:
。
」

⑲
斯
波
義
信
「
宋
都
杭
州
の
商
業
核
」
（
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
都
市
と
文

化
』
、
同
朋
舎
、
一
九
八
四
年
所
収
）
。

⑱
五
百
万
説
は
池
田
静
夫
「
南
宋
の
首
都
臨
安
の
戸
口
の
再
吟
味
」
（
文
化
五

ー
―
二
、
一
九
三
八
年
。
『
支
那
水
利
地
理
史
研
究
』
、
生
活
社
、
一
九
四
〇

年
所
収
）
。
百
五
十
万
説
は
加
藤
繁
「
南
宋
の
首
府
臨
安
の
戸
口
に
就
い
て
」
、
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「
臨
安
戸
口
追
論
」
（
と
も
に
『
支
那
経
済
史
考
証
』
下
巻
、
東
洋
文
庫
、
一

九
五
二
年
所
収
）
、
斯
波
義
信
「
南
宋
臨
安
の
人
口
再
説
」
（
待
兼
山
論
叢
七
、

一
九
七
四
年
）
。

⑭
前
註
⑲
お
よ
び
同
「
宋
都
杭
州
の
都
市
生
態
」
（
大
阪
大
学
文
学
部
共
同
研

究
論
集
第
二
輯
、
都
市
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
一
九
八
四
年
）
。

⑮
『
文
献
通
考
』
巻
四
十
二
「
宗
学
、
紹
興
十
四
年
（
―
-
三
四
）
建
於
臨
安
、

学
生
以
百
員
為
額
、
太
学
生
五
十
人
、
小
学
生
四
十
人
、
職
事
各
五
人
、
置

諸
王
宮
大
小
学
教
授
一
員
、
在
学
者
皆
南
宮
北
宅
子
孫
、
若
親
賢
宅
近
属
、

則
別
選
館
職
以
教
授
焉
。
寧
宗
嘉
定
九
年
(
―
ニ
ー
六
）
、
詔
諸
王
宮
学
改

作
宗
学
、
参
之
国
朝
典
故
。
俯
隷
宗
正
寺
、
以
宮
教
授
改
為
博
士
宗
諭
。
」

『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
十
一
、
学
校
の
条
「
宗
学
在
睦
親
坊
。
」

⑯
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
十
一
、
学
校
の
条
「
太
学
在
前
洋
街
。
」

『
文
献
通
考
』
巻
四
十
二
に
は
、
「
（
紹
興
）
十
三
年
、
始
建
太
学
骰
祭
酒
、

司
業
各
一
員
、
博
士
三
員
、
正
・
録
各
一
員
、
養
士
七
百
人
、
上
舎
生
―
―
-
+

員
、
内
舎
生
百
員
、
外
舎
生
五
百
七
十
員
。
」
と
あ
っ
て
、
設
置
を
紹
興
十

三
年
（
―
-
四
三
）
に
し
て
い
る
。
し
か
し
『
乾
適
臨
安
志
』
巻
一
、
『
咸

淳
臨
安
志
』
巻
十
一
の
記
述
よ
り
、
十
二
年
が
正
し
い
。

⑰
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
十
一
、
学
校
の
条
「
武
学
在
前
洋
街
太
学
之
東
。
」

『
宋
史
』
巻
百
六
十
五
、
職
官
志
五
「
武
学
・
＇
．
紹
興
十
六
年
(
-
―
四
六
）
、

詔
修
建
武
学
、
武
博
、
武
輸
以
兵
書
、
弓
馬
、
武
藝
誘
誨
学
者
。
紹
興
二
十

六
年
（
―
-
五
六
）
、
詔
武
学
博
士
、
学
輸
各
置
一
員
…
。
」

⑱
浄
戒
院
は
車
橋
の
西
北
に
位
置
す
る
寺
院
で
、
旧
名
を
青
蓮
寺
と
い
っ
た
。

五
代
十
国
時
代
の
竜
徳
二
年
（
九
二
二
）
、
呉
越
国
の
銭
鑑
に
よ
り
建
て
ら

れ
た
（
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
七
十
六
、
寺
観
二
）
。

⑳
『
都
城
紀
勝
』
社
会
の
条
「
文
士
則
有
西
湖
詩
社
、
此
社
非
其
他
社
集
之
比
、

乃
行
都
士
夫
及
寓
居
詩
人
。
旧
多
出
名
士
。
」

『
夢
梁
録
』
巻
十
九
、
社
会
の
条
「
文
士
有
西
湖
詩
社
、
此
乃
行
都
摺
紳
之

士
及
四
方
流
寓
儒
人
、
寄
興
適
情
賦
詠
、
腑
灸
人
口
、
流
伝
四
方
、
非
其
他

社
集
之
比
。
」

⑩
前
註
⑰
゜

附
記本

稿
作
成
に
あ
た
り
、
御
指
導
下
さ
っ
た
関
西
大
学
大
庭
脩
教
授
•
藤
善
真

澄
教
授
に
末
尾
な
が
ら
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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